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論文内容要旨 

 

D-プシコース（D-アルロース）は，自然界に存在する単糖の 1種であり，甘味はスクロースの約 70%，

ゼロカロリーと知られている希少糖である．近年，D-プシコースの生理的作用としては，抗炎症作用

や抗酸化作用などが報告されている． 

本研究では，ヒトの皮膚や口腔内の常在菌であり，日和見感染症カンジダ症の原因菌のひとつ，

Candida albicans（Ca）の増殖および菌糸発現における D-プシコースの影響について検討を行った． 

実験群には 4%D-プシコースを含む培地，対照群には 4%D-グルコースを含む Sabouraud 標準培地を

用い，好気条件下で Ca の培養を行った．液体培地で培養した実験群では静止期に到達するまでの時間

が約 120 時間であり，対照群では静止期までの到達時間が約 30時間で，増殖し静止期までの到達時間

は約 4倍の延長が認められた．さらに寒天培地で 24時間培養した時，コロニー数について，その差は

ほとんど認められなかったが，コロニー径は，実験群が 0.8 mm ± 0.1 mm，対照群が 2.1 mm ± 0.2 mm

であり，有意な差が認められた． 

次にD-プシコースによるCaの増殖活性への影響を検討するために，液体培地で培養したCaを用い

MTTアッセイを行った．実験群では，570 nmの吸光度が0.4 ± 0.1，対照群では，吸光度が1.7 ± 0.4であ

り，実験群では，対照群と比べて増殖活性の有意な抑制が認められた． 

また，液体培地で培養した実験群と対照群を実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡を用い形態観察を行っ

たところ，実験群のCaは，対照群のCaより菌糸の存在が少ないことが認められた． 

さらに，定量的RT-PCR法により実験群および対照群のCaの菌糸発現に関連するビルレンス遺伝子

（ECE1，HWP1，PLB1，SAP1）の発現量を検討した結果，実験群では，対照群と比べてHWP1とPLB1



の発現量がそれぞれ66%，72%減少した． 

以上のことから，希少糖 D-プシコースは，Caの静止期到達時間の延長，すなわち増殖の遅延ととも

に，Caの菌糸の発現を抑制することが認められた． 

本研究は，希少糖 D-プシコースによる Ca への影響を報告する初めてのものであり，日常の食事に

おけるグルコースの摂取を D-プシコースに置換することにより，高齢者や免疫不全患者の口腔カンジ

ダ症の発症を遅らせることができ，口腔ケアメインテナンス回数を少なくできる可能性が示唆された． 

 

論文審査結果要旨 

 

D-プシコースは，自然界に存在する単糖の 1 種であり，甘味はスクロースの約 70%，ゼロカロリー

と知られている希少糖である．近年，D-プシコースの生理的作用としては，抗炎症作用や抗酸化作用

などが報告されている．また口腔カンジダ症は，口腔常在真菌であるカンジダ属の内因性感染症であ

り．Candida albicans（Ca）は，その主要原因菌であり，免疫能の低下した高齢者では日和見感染とし

て発症し，さらに院内カンジダ症の 50%以上の原因であることが知られている． 

本研究では，Ca を 4%D-プシコース含有培地と Ca 標準培地である 4%D-グルコース含有培地でそれ

ぞれ生育させ、それらを比較することによって， D-プシコースが Ca の生育および形態にどのような

影響を与えるかを検討した。 

その結果、D-プシコースは Ca に対して、①増殖速度を減速させること，②代謝活性を低下させるこ

と，③バイオフィルム形成および菌糸成長を抑制すること、④HWP1 および PLB1 の発現を阻害するこ

とを明らかにした． 

本論文は, 希少糖 D-プシコースによる Caへの影響を報告する初めてのものであり，日常の食事にお

けるグルコースの摂取を D-プシコースに置換することにより，高齢者や免疫不全患者の口腔カンジダ

症の発症を遅らせることができ，口腔ケアメインテナンス回数を少なくできる可能性を示唆したこと

から，博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した． 


